
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

最近の動きについて

平成３０年７月３１日

資料－１



○平成30年6月15日に「未来投資戦略2018－「Society 5.0」「データ駆動型社会」への変革－」が閣議決定され、観光地
における交通需要調整のための料金施策検討が位置付けられている。
○同日、閣議決定された「経済財政運営と改革の基本方針2018」（骨太方針）においても、位置づけられている。

政府の取組方針
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経済財政運営と改革の基本方針2018【抜粋】未来投資戦略2018【抜粋】
―「Society 5.0」「データ駆動型社会」への変革―



地域・資源を楽しむ質のよい移動の実現
【１】 観光地域

自動車
＜渋滞・事故の解消＞

歩行者
＜周遊環境の改善＞

公共交通
＜利便性の向上＞

 交通需要マネジメント（TDM）
 信号制御、交通規制 等

 パーク＆ライド駐車場整備等

 観光施設の混雑情報提供

 歩きやすい道路空間への再編

 多言語による案内表示 等

 乗換情報・位置情報の提供

 シャトルバスの運行

 自動運転車の活用 等

観光地域
訪日観光客の増加 頻発する交通渋滞

※地域公募(H29)により選定（鎌倉、京都等）

重点的に取り組む観光地域では、訪日観光客の増加も睨みつつ、自動車・歩行者・公共交通など総合的な

対策を、産学官連携の下でＥＴＣ２．０やＡＩ等も活用した共通情報基盤を構築しながら推進し、地域・資源を

楽しむ質のよい移動の実現が必要。

ＥＴＣ２．０等を活用した情報収集・制御 ＡＩを活用した分析・予測

共通情報基盤（産学官連携）

H30.4.17内閣府「未来投資会議 構造改革徹底推進会合
「地域経済・インフラ」会合 資料抜粋
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世界に誇れる観光都市「鎌倉」の実現への支援

２０２０年の導入を目指す鎌倉市の取組みに対して支援
（観光交通イノベーション地域として選定し、有識者や国・県・市など関係者からなる協議会等で検討）

パーク＆ライド

シャトルバス運行

バス専用レーン

鎌倉フリー環境手形

鎌倉ロードプライシング（仮称）

これまでの主な取組

鎌倉市の現状

鎌倉市の提案

• 鎌倉市には年間2,000万人を超える観光客が来訪。

• 鶴岡八幡宮、鎌倉大仏等の観光地周辺で休日を

中心に著しい交通渋滞が発生。

休日を中心に著しい道路交通渋滞が発生する鎌倉では、ロードプライシングの導入を目指しており、有識者

や国・県・ 市など関係者からなる協議会等を設置し、地域の取組を支援。

ＥＴＣ２．０等を活用した交通分析や課金の仕組み等を検討

【１】 観光地域
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